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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 7,023 △4.3 268 △20.9 262 △13.1 △100 ―

22年３月期第１四半期 7,336 15.8 339 11.3 301 △6.1 71 △61.4

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 △１ 92 ―

22年３月期第１四半期 １ 36 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 41,543 17,899 35.5 283 16

   22年３月期 42,691 18,271 35.2 288 47

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 14,760百万円 22年３月期 15,038百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― ２ 00 ― ３ 00 ５ 00

23年３月期 ―

23年３月期(予想) ２ 00 ― ３ 00 ５ 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 14,700 △5.0 760 △24.9 700 △19.1 140 △62.8 2 68

通期 32,480 3.4 2,290 △3.1 2,170 1.4 940 △8.8 18 03



 

 
  （注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務表作成に 

      係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了してい

ません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四

半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

4. その他（詳細は（添付資料）４ページ「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

   新規 ―社（ ― ） 除外 ―社（ ― ）

  （注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

 （注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 58,698,864株 22年３月期 58,698,864株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 6,571,309株 22年３月期 6,567,674株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 52,127,971株 22年３月期１Ｑ 52,157,617株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
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 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、海外経済の回復や政府の景気対策の効果などから、
回復基調が続きましたが、依然として雇用環境や個人消費は低迷しており、その回復力は弱く、先行き不
透明な状況のまま推移しました。 
 当社グループを取り巻く事業環境は、公共投資関連需要では公共事業費の大幅な削減の影響を受け、ま
た民間需要も一部は回復傾向にあるものの依然低迷し、加えて原材料価格の高騰の影響もあり一層厳しい
状況で推移しました。  
 このような状況に対しまして、当社グループは、需要構造の変化に対応した事業構造、製品構成の転換
を着実に進めてまいりました。また新生産プロジェクトの推進によって生産・販売プロセスの更なる効率
化に努めるとともに、原材料価格の高騰に対しましては販売価格の是正と収益改善プロジェクトの推進に
よる徹底したコスト削減を図ってまいりました。 
 その結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、一部の民需関連分野向けは堅調ではあるものの公共投
資関連など全体としての需要環境は厳しく、売上高は7,023百万円で前年同期に比べ4.3％の減収となり、
営業利益、経常利益はそれぞれ268百万円、262百万円となりました。また取引先の破産手続開始の決定に
伴う貸倒引当金繰入額などの特別損失の計上によって100百万円の四半期純損失となりました。 
         
 当第１四半期連結会計期間のセグメント毎の状況は次のとおりです。 
  
＜特殊鋼線関連事業＞ 
(ＰＣ関連製品)公共投資関連では、公共事業関係費の大幅な削減の影響などによって一層厳しい市場環境
となり、また民間投資関連では、マンション需要は回復傾向となりましたものの、設備投資の抑制によっ
て倉庫物件などの需要が減少しました。このような状況に対しまして、提案営業力の強化により受注拡大
に努めましたものの、全体としては販売数量、売上金額とも前年同期に比べ減少しました。 
        
(ばね・特殊線関連製品)主要な需要分野である自動車産業向けの弁ばね用鋼線（オイルテンパー線）は、
新興国の旺盛な需要により堅調に推移し、前年同期に比べ販売数量・売上金額とも大幅増となりました。
また、ＯＡ関連製品、家電・弱電向けのばね用ニッケルめっき鋼線も、中国や東南アジア向けを中心に需
要が回復し、前年同期に比べ大幅増となりました。ステンレス鋼線は、一部は回復傾向にあるものの、主
力の建築関連向けが依然として低迷し、引き続き厳しい状況で推移しました。 
  
その結果、特殊鋼線関連事業全体の売上高は3,661百万円となり、営業利益は199百万円となりました。 
  
＜鋼索関連事業＞        
国内総需要は、景気の悪化に伴って大幅減となった前年度から引き続き機械、土木建築、鉄鋼など主要分
野が低迷し、依然として低調に推移しました。国内向け販売については、エレベータ用ロープは堅調に推
移しましたものの、建設機械、問屋向けが減少し、販売数量・売上金額は減少しました。輸出につきまし
ても、円高の影響等もあり減少し、全体では前年同期に比べ販売数量・売上金額とも減少となりました。
  
その結果、鋼索関連事業全体の売上高は3,136百万円となり、営業利益は145百万円となりました。 
  
＜エンジニアリング関連事業＞        
主力製品である吊構造用ケーブルにつきましては、橋梁、建築分野とも堅調で前年同期に比べ売上増とな
り、また道路騒音防止関連製品および落橋防止ケーブルにつきましても前年同期に比べ増加しました。 
  
その結果、エンジニアリング関連事業全体の売上高は209百万円となり、営業損失は87百万円となりまし
た。 
   
＜その他＞      
不動産関連事業の売上高は15百万円となり、営業利益は11百万円となりました。 
  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

神鋼鋼線工業株式会社（5660）　平成23年3月期第1四半期決算短信

2



当第１四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末との比較において、次のとおりとなりま
した。         
 総資産は、1,147百万円減少の41,543百万円となりました。これは主として受取手形及び売掛金が減少
したことによるものです。 
 負債は、775百万円減少の23,644百万円となりました。これは主として賞与引当金が減少したことによ
るものです。         
 純資産は、372百万円減少の17,899百万円となりました。これは主として利益剰余金の減少によるもの
です。また、自己資本比率は35.5％となりました。         
  

 平成23年３月期の第２四半期連結累計期間および通期の業績予想につきましては、平成22年７月28日に
公表いたしました業績予想から変更しておりません。 
 なお、業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので
あり、実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 
  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 
  

  

①たな卸資産の評価方法 
   当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年   
  度末の実地棚卸高を基礎として、合理的な方法により算定する方法によっております。 
  
 ②繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 
   繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末において使用した将来の業績   
  予測やタックス・プランニングに前連結会計年度末からの一時差異等の重要な変動を加味した  
  ものを使用する方法によっております。 
  

  

①会計処理基準に関する事項の変更 
 （資産除去債務に関する会計基準等の適用） 
   当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号   
  平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指  
  針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。 
   これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ０百万円減少しており、税金等調整前四半期純  
  損失は４百万円増加しております。 
  
②表示方法の変更 
 （四半期連結損益計算書関係） 
  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務  
  諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴  
  い、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示して  
  おります。 

  

  

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

神鋼鋼線工業株式会社（5660）　平成23年3月期第1四半期決算短信

4



3.【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,454 7,037

受取手形及び売掛金 9,309 10,159

商品及び製品 3,157 3,144

仕掛品 2,027 1,871

原材料及び貯蔵品 1,511 1,587

繰延税金資産 422 429

その他 626 371

貸倒引当金 △325 △239

流動資産合計 23,183 24,362

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,838 4,871

機械装置及び運搬具（純額） 4,596 4,567

工具、器具及び備品（純額） 187 193

土地 6,067 6,067

リース資産（純額） 40 37

建設仮勘定 18 29

有形固定資産合計 15,749 15,766

無形固定資産 102 100

投資その他の資産

投資有価証券 367 407

長期貸付金 0 0

繰延税金資産 1,516 1,459

破産更生債権等 330 －

その他 658 630

貸倒引当金 △366 △35

投資その他の資産合計 2,507 2,462

固定資産合計 18,359 18,328

資産合計 41,543 42,691
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,255 3,460

短期借入金 9,669 9,569

リース債務 14 13

未払費用 1,233 1,278

未払法人税等 38 306

賞与引当金 242 570

その他 548 406

流動負債合計 15,002 15,604

固定負債

長期借入金 4,797 4,963

リース債務 28 28

退職給付引当金 2,310 2,266

役員退職慰労引当金 27 28

環境対策引当金 102 102

繰延税金負債 555 558

負ののれん 200 215

資産除去債務 17 －

その他 601 652

固定負債合計 8,641 8,815

負債合計 23,644 24,420

純資産の部

株主資本

資本金 8,062 8,062

資本剰余金 6,354 6,354

利益剰余金 1,676 1,933

自己株式 △1,346 △1,346

株主資本合計 14,747 15,004

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 13 33

評価・換算差額等合計 13 33

少数株主持分 3,138 3,232

純資産合計 17,899 18,271

負債純資産合計 41,543 42,691
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(2)【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年６月30日)

売上高 7,336 7,023

売上原価 5,839 5,520

売上総利益 1,496 1,503

販売費及び一般管理費 1,157 1,234

営業利益 339 268

営業外収益

受取利息 12 11

受取配当金 8 7

受取補償金 17 －

還付消費税等 － 35

その他 42 29

営業外収益合計 81 84

営業外費用

支払利息 56 55

その他 61 34

営業外費用合計 118 90

経常利益 301 262

特別損失

貸倒引当金繰入額 － 330

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4

特別損失合計 － 334

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

301 △72

法人税、住民税及び事業税 48 33

法人税等調整額 99 △44

法人税等合計 148 △10

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △62

少数株主利益 82 38

四半期純利益又は四半期純損失（△） 71 △100
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該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日) 

 
(注) １ 事業区分は、製品形態によって区分しております。 

２ 各事業の主な製品 

 （1）線材製品関連事業     ……… ＰＣ鋼線及び鋼より線、ばね用鋼線、ワイヤロープ、ステンレ  

                     ス鋼線 

 （2）エンジニアリング関連事業 ……… 吊構造関連製品、特殊品 

 （3）不動産関連産業      ……… 不動産の販売及び賃貸収入 

  

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日) 

   本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため該当事項はありま 

   せん。 

  

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日) 

   海外売上高が連結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

線材製品関連 
事業(百万円)

エンジニアリ
ング関連事業
(百万円)

不動産関連
事業(百万円)

計(百万円)
消去又は 
全社(百万円)

連結(百万円)

 売上高
 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

7,183 136 16 7,336 ― 7,336

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

29 1 ― 31 (31) ―

計 7,212 138 16 7,367 （31) 7,336

  営業利益又は営業損失（△） 419 △93 12 339 (―) 339

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

神鋼鋼線工業株式会社（5660）　平成23年3月期第1四半期決算短信

8



(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20

号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。 

 当社グループは、製品・サービス別のセグメントから構成されており「特殊鋼線関連事業」、「鋼索関連

事業」、「エンジニアリング関連事業」の３つを報告セグメントとしております。 

 なお、各報告セグメントの主な製品・サービスは次のとおりであります。 

「特殊鋼線関連事業」は、ＰＣ鋼線及び鋼より線、ばね用鋼線、ステンレス鋼線等の製造・販売を行ってお

ります。「鋼索関連事業」は、ワイヤロープ等の製造・販売を行っております。「エンジニアリング関連事

業」は、吊構造関連製品、特殊品等の製造・販売を行っております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

 
（注１）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産関連事業であります。 

（注２）セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。 

  

該当事項はありません。 

  

【セグメント情報】

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注１） 

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注２）

特殊鋼線 
関連事業

鋼索関連
事業

エンジニ
アリング
関連事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 3,661 3,136 209 7,007 15 7,023 － 7,023

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

183 51 0 235 － 235 （235） －

計 3,845 3,187 209 7,242 15 7,258 （235） 7,023

セグメント損益 199 145 △87 256 11 268 － 268

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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